
ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄの解説 

１．ＪＣＩ Ｃｒｅｅｄの成り立ち 
我々は各地青年会議所の一員であると同時に、日本青年会議所に所属し、またＪＣＩす

なわち国際青年会議所のメンバーでもあり、現在世界の約１６万人の会員の一人でもある。

そしてＪＣＩの定款に示されている条項を、会員として守らなければならないのはいうま

でもないが、中でも我々が最も身近に感じるものは、ＪＣＩクリードである。 
これは１９４６年にアメリカのオハイオ州コロンブス市のビル・ブラウンフィールド氏

によって原案が作られた。 
次いで１９５０年に現在我々が親しんでいるクリードの全文が完成し、これがＪＣＩの

細則の一部として採択された。 
青年会議所がＪＣＩに加盟したのは１９５１年であるから、日本が加入する前に、現在

のクリードが正式に採択されていたのである。１９５３年にこれが定款に取り入れられ、

それまで以上に重要視され、我々ＪＣの行動の最も基本の信条として定められたものであ

る。 
その後、第２項の信仰に関するところが機会あるごとに問題視され、幾度か削除や訂正

の動きが世界会議においてなされているが、いずれも否定されて今日に至っている。 
なお、第３項の自由経済が最良の経済機構であるとしているところも、社会主義政策に

片寄りつつある一部の国々で問題にしているようだが、第１項ほどの反対はないようであ

る。 
 
２．世界的な青年会議所運動の原則 
ＪＣＩクリードは世界的な青年会議所運動の基盤であるにもかかわらず、世界中の会員

の中には時にこれを誤解しているものもある。ここに草案者ブラウンフィールド氏による

綱領の解釈の抜粋がある。 
「綱領に示されている思想はおそらく表現方法を除けばオリジナルのものはない。私は

これらの思想は民主的な生活形態の中で生きるＪＣの信念を正しく代表するものであると

信じている。」 
「各ＪＣは自分の良心に照らして綱領を解釈する自由がある。だから私も綱領が私にと

って何を意味するかを説明する時、自分自身のために話すわけである。」 
「綱領は“Ｗｅ Ｂｅｌｉｅｖｅ”という最初の２つの言葉によって力強く断言してい

る。」 
「自由世界の弱点は基本的原則に対する信念をしばしば表明し忘れてしまうことである。

マグナカルタを起草し、ヨーロッパ封建制度の束縛を破り、植民地的地位から立ち上がっ

て独立した人々の子孫はしばしば自由に対する闘いを永遠に勝ちとったかのように行動す

る。民主主義を信じるということはその信念に従って生き、働くことによってすべての人



が自由の意味するものを知るようにすることである。」 
「もし我々が自由を求める人々の傍に恐れずに立ち上がり、より良い世界の建設のため

に勇敢にも先に立って歩くのならば、自由人の声は国境を越えてこだまし、人々はそれに

耳を傾けるであろう！」 
「しかしまず、我々は信じなければならない。」 

Ｆａｉｔｈ ｉｎ Ｇｏｄ ｇｉｖｅｓ ｍｅａｎｉｎｇ 
ａｎｄ ｐｕｒｐｏｓｅ ｔｏ ｈｕｍａｎ ｌｉｆｅ 

「いつの時代にも人間は宇宙における創造主の存在を感じ取ってきた。多くの宗教体系

や、自然現象に対する様々な解釈が発展して、人間の創造主に対する関係を説明するよう

になった。」 
「時間と空間は人間の思考の限度を超えて無限である。しかも精神はこれらの次元に拘

束されない。誰が人間の情の深さと幅広さを限定することができようか？あるいはどこに

人間の思考に匹敵する驚異を発見できるだろうか？」 
「ＪＣ会員は様々な宗教的背景を持つが、信仰という共通の紐帯で結ばれている人間は

神の意志によって生きるのであり、人間に対する神の意志は善であり、価値ある生活とは

神の永遠の計画に調和して生きる時生まれるものである。これが共通の信仰である。」 
Ｔｈｅ ｂｒｏｔｈｅｒｈｏｏｄ ｏｆ ｍａｎ ｔｒａｎｓｃｅｎｄｓ 
ｔｈｅ ｓｏｖｅｒｅｉｇｎｔｙ ｏｆ ｎａｔｉｏｎｓ 

「人間が自分自身を昨日と明日をつなぐ生命の鎖の一環としてみることはむずかしい。

人間が自分の時間、場所そして活動を重要なるものの中心とみなすことはごく自然であ

る。」 
「しかし何世紀にもわたって歴史の流れが示すように、文明は栄え、やがて衰え、帝国

はその後全盛を迎えたが、再び灰燼に帰した。」 
「人間の作った境界線は何度も書き替えられ、人類をいくつもの国家に分けた。しかし

これらの不自由な境界を越えて、文化・科学・商業・宗教の交流があった。これは人間の

宇宙的兄弟愛の証拠－人間のおかれている領土上の区分ではなく、人間自身に基本的価値

があるという証拠である。」 
「歴史的にみて、戦争や革命は権力－支配するための統治権－をめぐる争いであった。

全体主義国家では統治権は一人の人間或いは少数のグループの人間によって握られる。民

主主義国家では権力を様々な段階の統治機関に割り当て、権力は人民に属する。」 
Ｅｃｏｎｏｍｉｃ ｊｕｓｔｉｃｅ ｃａｎ ｂｅｓｔ ｂｅ ｗｏｎ 
ｂｙ ｆｒｅｅ ｍｅｎ ｔｈｒｏｕｇｈ ｆｒｅｅ ｅｎｔｅｒｐｒｉｚｅ 
「過去を振り返ってみる時、よい生活という頂上をめざして登っていく人間の前進過程

にある種のマイルストーン（歴史上の画期的事件）を発見する。経済的進歩が最も大きく

見られた時には、人間は今までやったこともないようなことをすることによって、あるい

はよりうまく行うことによって、個人の財産を作るという夢を自由においかけていった。



このような体制のもとではよりすぐれた能力と大きな勇気を必要とされた。多くの人々が

冒険をし、財産を失った。しかし、これこそ最大限の進歩を可能にするあの創造的天才の

ひらめきをもたらすことのできる唯一の過程であったと思われる。この個人のイニシアチ

ブという基盤が現在の高度な生活水準の基盤となり、将来の発展への希望となっている。」 
「しかも私企業を通しての自己開発という体制は世界各地の地域的条件に合うように

様々な採用の仕方がありうる。人間は政府の料理した一椀のあつもののために生まれなが

らにして持っている自由の権利を売ることなく欠乏と苦痛を免れた新しい世界を建設する

ことができる。」 
Ｇｏｖｅｒｎｍｅｎｔ ｓｈｏｕｌｄ ｂｅ ｏｆ ｌａｗｓ 
ｒａｔｈｅｒ ｔｈａｎ ｏｆ ｍｅｎ 
「自由社会においては基本的な法律は人民に由来するものである。最終的権限を持つも

のは人民である。人民の法律が政治の基盤として憲法の中に制定される。そして人民のみ

がそれを変更することができる。我々はこれを法の支配とよぶ。」 
「多くの国ではみせかけの憲法の下で政治が維持されている。しかし、現実にはそれは

人間による支配になっている。民法や刑法が人民の同意なく改正され、人々には自由な選

挙も抑圧から逃れる機会もない。生命と自由がしかるべき法的過程をふまずに危険にさら

される。人々は同意なく課税され、命令されるままに生き働き、そして何が真実であり何

が誤っているかを教えこまれる。 
Ｅａｒｔｈ’ｓ ｇｒｅａｔ ｔｒｅａｓｕｒｅ ｌｉｅｓ ｉｎ 
ｈｕｍａｎ ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ 
「仕事、研究及び社会奉仕によって法の支配を完全にし、権力に飢えた者のきらびやか

な約束事に抵抗するならば、我々の制度は生き残るであろう。 
「勿論、世界の物質的富にそれ程価値をおかなかった多くの賢い人々が、文学・芸術・

音楽・科学・宗教及び知識の全般的増加という分野－永続的な価値という宝－において、

はかりしれない程大きく貢献してくる。」 
「人間性というこのような無形の産物の蓄積が時代時代を経て極めて貴重な遺産となっ

た。そして毎年少しずつその遺産に追加がある。それはさびたり、腐食したり、すり切れ

たり、消費されたりすることはない。それは人種とか、信条、或いは肌の色を知らず、ま

た、階級や地位などというものを知らない。」 
「ほんとうの宝は人間の心の中にある。我々のまわりには人間性を養う機会が多くある。

人生に妙味を添えるものは人生の量でも長さでもなく、人生の質、つまり人類の進歩のた

めに我々が成しとげるものである。」 
Ｓｅｒｖｉｃｅ ｔｏ ｈｕｍａｎｉｔｙ ｉｓ ｔｈｅ ｂｅｓｔ 
ｗｏｒｋ ｏｆ ｌｉｆｅ 

「ライフワークの選択は我々の最も重大な決定の一つである。適職についた優秀な働き

手は真に共同体及び自由社会中堅の誉れである。」 



「利己的でなく生きる人生はより豊かに、より深いものに、そしてより満ち足りたもの

になる。喜びはより永続的なものとなり、心の平安により確かなものとなる。世界はその

ような人生が与えた貢献を見つめており、人類に恩恵を施すために生を知った人に注目し

ている、しかし、彼は本当は自分こそもっと大きな恩恵を施されているということを知っ

ている。」 
「我々はあまりにもしばしば“良い隣人”となる機会を逃してしまう。人の役に立つこ

とを習慣とし、やりがいのある活動に参加することを慎重なる人生設計の中に入れるのが

よろしい。それについては何の疑いもない。人間性への奉仕は人生最良の仕事なのである

から。」 
「以上はＪＣＩ綱領の意味することを私が個人的に解釈したものである。しかし行為に

おいてのみ言葉は肉となり得る。世界中の若者が活発にＪＣの活動に参加する時、彼らに

よって世界はより良く、より美しいものになるだろうということを我々は確信することが

できる。」 


